
 

 

 

 

 

 

 

電動木偶壱 の作り方 

    

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                                    



電動木偶壱 

木偶とは、辞書によると木彫りの人形、または人形とあります。ここでは木製のからくり人形と定義？

しています。電動木偶壱とは、その木製のからくり人形を電動化（モーター駆動）したものの壱号機と

いう意味です。電動木偶壱は、紙ロボット５号機で思いついた二足歩行の方式（平行リンク脚の足首

を曲げる動作で左右に重心移動しながらメカ的な二足歩行を行う方式）で、腕を振り、頭部を左右に

向けながら前進歩行します。またスイッチでモーターを反転させることにより後退歩行を行います。こ

れは全ての歩行動作が一つのクランクの回転のみによって行われるシンプルな機構の為です。また

各部は材料の MDF をあらかじめレーザーカットした部品を組み立てるものとなっています。そのため

MDF 表面にはレーザーカットの焼け等も生じていますが、それぞれの味としてご了解ください。 

 電動木偶壱は、前記のように紙ロボットで考えた歩行方式をとりながらも、木製で電動化したため紙

ロボットでは動力不足や強度不足で難しかった、腕振りや頭部を左右に振る動作などを付け加えてみ

ました。デザイン的には、木製ということもあり紙ロボットのレトロ風を継承しています。個別のイメージと

しては、一般的に社会に普及したロボットの初期のタイプをイメージしました。鉄腕アトムは原子力駆動

でしたが、今風に言えば環境への影響を考えて超小型の水素ロータリーエンジンで発電機と油圧ポ

ンプを駆動する電気と油圧のハイブリットタイプでしょうか。人工頭脳は実現が難しいでしょうから、家

事や作業の動作等をＡＩを利用して訓練した万能フランク的（Ｒ．Ａ．ハインライン著「夏への扉」を御

参照ください）なタイプが現実的ですかね。さて妄想は尽きませんが、そんな妄想から生まれた電動

木偶壱から動くメカの面白さなどを感じていただければ幸いです。 

製作に必要なもの 

 １）カッター 

 ２）定規 

３）紙やすり （３２０～４００番程度） 

 ４）接着剤  木工用接着剤（ここではアロンアルファ プロ用 NO．３を使っています） 

 ５）黒マジックインク等（タッチアップ用） 

製作にあたって 

１．MDF 部品について 

１）MDF をあらかじめレーザーカットした部品を組み立てるものとなっています。そのため MDF 表

面にはレーザーカットの焼け等も生じていますが、それぞれの味としてご了解ください。 

２）各部品はギヤを除いて部品を保持するため原板と繋げてあります。組立の際はその接続部

をカッターナイフ等で切り離してご利用ください。また接続部は突起等となっている場合がある

のでそれもカッターナイフ等で削り落としてください。接合面となる場合 組立寸法の狂いや接

着不良の原因となります。 

３）接続部分をカッターナイフで削り落とした部分については、黒のマジックインク等でタッチアッ

プ塗装をしておくと表側に出た場合も違和感なくきれいに見えます。 

４）本 MDF は標準のものを削って所定の厚さにしてあるため表裏があります。ここでは部品番号

を記してある側が表（多少明るい色）になっています。組み立てる際は表側が見えるように組



み立てられるように、部品は対称になるように作ってあります。 

 

２．回転軸について 

１）回転軸は、φ２ｍｍの丸棒を使用しています。丸棒は合わせる軸受部に対してガタがなくス

ムーズに回るように個別に紙やすりで仕上げてください。また丸棒を削る際は、丸棒を回転さ

せながら削ると均等に丸く削れると思います。 

２）丸棒の長さについては、指定寸法としてください。ただしフレームの組立状況などによって誤

差が生じている場合もありますので、取り付け部の状況に合わせて現合で端面を必要な長さ

に削って合わせてください。 



０１ 凡例（組立作業の前に） 

 1 

 

１） 各部品は落下を防ぐため、レーザーカットの際一

部分を切り残して原板と繋げてあります。 

２） 原板と各パーツの接続部分をカッター等で切り離

してください。 

 2 

 

１） 各部品の切断面はレーザーで焼き切っているた

め、端面にその燃えカスが黒い粉として残っていま

す。 

２） 端面の黒い粉をあらかじめティッシュペーパーで

拭き取っておくとパーツや手の汚れを防ぐことがで

きます。 

 3 

 

１） 原板と部品の接続部が突起となって残っている場

合は、必ずカッター等で削り落としてください。接着

面などは突起があると各面が密着せずうまく接着

できない場合があります。 

 

 4 

 

１） 接続部をカッター等で削り落とした跡は、黒のマジ

ックインクなどで黒く塗っておくと、組立後目立たな

くなります。 

 5 

 



０２ ギヤモータの取付（１） 

 1 

 

１） 各部品の板厚２ｍｍと１．５ｍｍの原板です。 

 2 

 

１） 各部品の板厚１ｍｍの原板です。 

 3 

 

１） 今回駆動用に使用するタミヤの「ミニモータ薄型ギ

ヤボックス」です。（別途ご購入ください。） 

２） 梱包内容をご確認の上組立説明書に従って、ギ

ヤ比１４９．９：１(回転数４２ｒｐｍ)となるよう組み立

ててください。 

 4 

 

 5 

 

１） 組立時矢印で示す六角軸がギヤボックスに対し左

右均等に各々６ｍｍづつ飛び出すように設定してく

ださい。 



０３ ギヤモータの取付（２） 

 1 

 

１）  カッター等で各部品の接続部を切り離し凡例に

従って組立に必要な部品を準備します。 

 2 

 

１） 写真に示す部品及び「ミニギヤモータ薄型ギヤボ

ックス」に付属する３ｘ６ｍｍタッピングビス２本を用

意します。 

 3 

 

１） 写真に示すようにシャーシ０１と０２の矢印１で示す

穴にギヤモータの六角軸を通し、矢印２で示す穴

をギヤモータの取付穴に合わせます。各部品は

表側（原板で部品番号がかかれている側）を外側

にします。 

 4 

 

１） ギヤモータに付属しているタッピングビスでシャー

シ０１と０２をギヤモータに仮固定します。この時タ

ッピングビスは１本だけ矢印で示した穴にのみ使

用し、反対側も同様に仮固定します。 

 5 

 

１） クランク１５の六角穴の内側に接着剤を塗布しま

す。 
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０４ ギヤモータの取付（３） 

 1 

 

１） ギヤモータの駆動軸に、スペーサとしてワッシャー

２３を差し込みます。 

２） 写真のようにその上から接着剤を塗布したクラン

ク１５を六角穴を合わせながら押し込みます。 

 2 

 

１） ギヤモータの駆動軸にクランク１５を押し込むのが

硬い場合は、写真のように矢印方向からギヤモー

タの駆動軸を軽く叩いで挿入してください。 

 3 

 

１） 反対側も同様にギヤモータの駆動軸にクランク１

５を押し込みます。ただしこの時写真のようにクラ

ンクの位相を１８０度ずらして挿入してください。 

 4 

 

１） シャーシ０３と０４を用意します。 

 5 

 

１） シャーシ０１と０２の前方（下部に突起のない側）の

端面に接着剤を塗布します。 
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０５ ギヤモータの取付（４） 

 1 

 

１） ギヤモータとシャーシを取り付けたタッピングビス

を少し緩め、シャーシ０１と０２の突起をシャーシ

０４の角穴に差し込むようにして接着固定しま

す。 

 2 

 

１） 同様にして後方側にはシャーシ０３を接着固定し

ます。 

２） ギヤモータとシャーシを取り付けたタッピングビス

を締め直します。 

３） ギヤモータに仮に電池を繋ぎクランクがスムーズ

に回転することを確認します。 

 3  

 

 4 

 

 

 5  

 

 



０６ 足部の組立（１） 

 1 

 

１） 写真のようにベース０５と０６、リンク軸受０７と０８

各２個、軸受０９と１０各８個、丸棒Φ２を用意しま

す。 

 2 

 

１） 写真のようにリンク軸受０７と０８各２個、軸受１０を

８個用意します。 

 3 

 

１） リンク軸受０８の凹部及び凸部の側面に接着剤を

塗布します。 

 4 

 

１） リンク軸受０８の凸部を軸受１０の切り欠き部には

め込むようにして接着固定します。 

 5 

 

１） リンク軸受０８の反対側も同様にして軸受１０を取り

付けます。 
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０７ 足部の組立（２） 

 1 

 

１） リンク軸受０８と同様にしてリンク軸受０７の両端に

も軸受１０を取り付けます。 

 2 

 

１） 同様にして全てのリンク軸受の両端に軸受け１０を

取り付けます。 

 3 

 

１） 軸受０９の丸穴に対してガタなくスムーズに回転

するように、Φ２の丸棒を紙やすり（Ｐ４００程度）で

仕上げます。この時紙やすりで丸棒を削る際丸棒

を持つ指で丸棒を回転させながら均等に削りま

す。 

 4 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ５ｍｍに切断しま

す。 

 5 

 

１） 長さ５ｍｍの回転軸を８本用意します。 



０８ 足部の組立（３） 

 1 

 

１） リンク軸受の端面に取り付けた軸受１０の丸穴の

内側に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 軸受１０の表面側に接着剤がはみ出していないこ

とを確認します。接着剤がはみ出していた場合は

ティッシュペーパー等できれいに拭き取っておいて

ください。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ５ｍｍの回転軸を差

し込んで接着固定します。 

 4 

 

１） 同様に反対側にも回転軸を取り付けます。 

 5 

 

１） 全てのリンク軸受の両端に回転軸を取り付けます。 

２） 写真のようにベース０５と０６、軸受０９を用意しま

す。 



０９ 足部の組立（４） 

 1 

 

１） リンク軸受０７に取り付けた回転軸を軸受０９の丸

穴に差し込みます。 

 2 

 

１） リンク軸受０７に取り付けた回転軸に対し軸受０９

がスムーズに回転することを確認します。 

 3 

 

１） 同様にリンク軸受０７に取り付けた反対側の回転

軸にも軸受０９を差し込みます。 

 4 

 

１） 全てのリンク軸受の両端の回転軸に軸受０９を差

し込みスムーズに回転することを確認しておきま

す。 

 5 

 

１） 矢印で示した２カ所のベース０６の角穴の内側に

接着剤を塗布します。 



１０ 足部の組立（５） 

 1 

 

１） 写真のように接着剤を塗布したベース０６の角穴

に、リンク軸受０７の両端にセットした軸受０９の突

起部を差し込むように接着固定します。 

 2 

 

１） 写真の状態でリンク軸受部０７を指で回転させスム

ーズに回転することを確認します。 

 3 

 

１） リンク軸受０７と同様にベース０６にリンク軸受０８を

取り付け、リンク軸受部０８を指で回転させスムー

ズに回転することを確認します。 

 4 

 

１） 同様にベース０５にもリンク軸受０７と０８を取り付け

ベース０６と対称となるように組み立てます。 

 5  

 

 



１１ 脚部の組立（１） 

 1 

 

１） リンク軸受０７の丸穴に対してガタなくスムーズに

回転するように、Φ２の丸棒を紙やすり（Ｐ４００程

度）で仕上げます。 

 2 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ２の丸棒を長さ１２ｍｍに切

断します。 

 3 

 

１） 脚リンク１２及び１３各２本、ワッシャー３１を４個、

長さ１２ｍｍの回転軸４本用意します。 

 4 

 

１） 脚リンク１２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ１２ｍｍの回転軸を

脚リンク裏面と回転軸軸端が面一となるように挿

入し接着固定します。 

２） 写真のように脚リンクに取り付けた回転軸の根元

周囲に接着剤を塗布します。 



１２ 脚部の組立（２） 

 1 

 

１） 回転軸にワッシャー３１を根元まで差し込み、回転

軸及び脚リンクと接着固定し回転軸取付部を補

強します。 

 2 

 

１） 同様に脚リンクに回転軸を取り付け、取り付け部を

ワッシャーで補強します。 

 3 

 

１） 写真のように脚リンク、ワッシャー３１、足部を用意

します。 

 4 

 

１） 脚リンク１２に取り付けた回転軸にワッシャー３１を２

個差し込みます。 

 5 

 

１） 写真のように足部に取り付けたリンク軸受０７の矢

印で示した丸穴に脚リンク１２に取り付けた回転軸

を差し込みます。 



１３ 脚部の組立（３） 

 1 

 

１） ワッシャー３１の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） ワッシャー３１の裏側の回転軸を差し込む側に接

着剤がはみ出してないことを確認します。 

 3 

 

１） リンク軸受０７の丸穴に差し込まれた脚リンク１２に

取り付けた回転軸に接着剤を塗布したワッシャー

３１を差し込みます。この時回転軸方向のガタが

生じないようにワッシャー３１をしっかり差し込みま

す。 

 4 

 

１） 脚リンク１２を指で揺動させ、リンク軸受０７に対し

脚リンク１２がガタがなくスムーズに揺動することを

確認します。 

 5 

 

１） 同様に脚リンク１３に取り付けた回転軸にワッシャ

ー３１を２個差し込みます。 



１４ 脚部の組立（４） 

 1 

 

１） 写真のように足部に取り付けたリンク軸受０７の矢

印で示した丸穴に脚リンク１３に取り付けた回転軸

を差し込みます。 

 2 

 

１） 同様にリンク軸受０７の丸穴に差し込まれた脚リン

ク１３に取り付けた回転軸に、接着剤を塗布し軸を

差し込む側に接着剤がはみ出していないことを確

認し、ワッシャー３１を差し込みます。この時回転

軸方向のガタが生じないようにワッシャー３１をしっ

かり差し込みます。 

 3 

 

１） 同様の手順でもう一つの足部に脚リンク１２及び１

３を対称となるように取り付けます。 

 4 

 

１） リンク軸受０８の丸穴に対してガタなくスムーズに

回転するように、Φ２の丸棒を紙やすり（Ｐ４００程

度）で仕上げます。 

 5 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ９ｍｍに切断しま

す。 



１５ 脚部の組立（５） 

 1 

 

１） 写真のように足部、脚スライドリンク１１を２本、長さ

９ｍｍの回転軸２本、ワッシャー３１を２個用意しま

す。 

 2 

 

１） 脚スライドリンク１１の丸穴内面（前項写真で矢印

で示す短い長穴側の丸穴）に接着剤を塗布しま

す。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ９ｍｍの回転軸を脚

リンク裏面と回転軸軸端が面一となるように挿入

し接着固定します。 

２） 写真のように脚リンクに取り付けた回転軸の根元

周囲に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 回転軸にワッシャー３１を根元まで差し込み、回転

軸及び脚リンクと接着固定し回転軸取付部を補強

します。 

 5 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ６ｍｍに切断しま

す。 



１６脚部の組立（６） 

 1 

 

１） 写真のように足部、回転軸を取り付けたスライドリ

ンク２本、長さ６㎜の回転軸２本、ワッシャー３１を

２個用意します。 

 2 

 

１） 写真の矢印で示す脚リンク１３の丸穴内面に接着

剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴の回転軸を差し込む側に

接着剤がはみ出していないことを確認し、回転軸

を脚リンク裏面と回転軸軸端が面一となるように差

し込み接着固定します。 

 4 

 

１） 写真のように足部に取り付けたリンク軸受０８にスラ

イドリンク１１に取り付けた回転軸を差し込みます。 

 5 

 

１） 写真のようにリンク軸受０８にスライドリンク１１に取

り付けた回転軸を差し込んだままリンク軸受を回転

させ、脚スライドリンク１１と脚リンク１３を密着させて

揃えます。このとき写真矢印のように、脚リンク１３

に取り付けた回転軸が脚スライドリンク１１の長孔を

貫通するようにセットします。 



１７ 脚部の組立（７） 

 1 

 

１） ワッシャー３１の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） ワッシャー３１の軸を差し込む側に接着剤がはみ出

していないことを確認し、脚スライドリンク１１と脚リン

ク１３を密着させるように回転軸に差し込みます。 

 3 

 

１） 脚リンク１３に対して脚スライドリンク１１を写真のよ

うにスライドさせスムーズにスライドし、足首が曲が

ることを確認します。 

 4 

 

１） 同様にもう一つの足部にも脚スライドリンク１１を取

り付けます。 

 5  

 

 



１８ 脚部取付（１） 

 1 

 

１） 写真のようにギヤモータ部、脚部、ワッシャー３１、

Φ２丸棒を用意します。 

 2 

 

１） 脚スライドリンク１１の丸穴に対してガタなくスムー

ズに回転するように、Φ２の丸棒を紙やすり（Ｐ４０

０程度）で仕上げます。 

 3 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ８ｍｍに切断しま

す。 

 4 

 

１） ギヤモータ駆動軸に取り付けたクランク１５の丸穴

内部に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ８ｍｍの回転軸を差

し込み接着固定します。 



１９ 脚部取付（２） 

 1 

 

１） 反対側のクランクにも回転軸を取り付けます。 

 2 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ４０ｍｍに切断しま

す。 

 3 

 

１） 紙やすりで仕上げた丸棒を長さ３６ｍｍに切断しま

す。 

 4 

 

１） 写真のようにシャーシ前部の丸穴に長さ４０ｍｍの

回転軸を差し込み、シャーシ両側に均等（両側に

１０ｍｍずつ）に丸棒が飛び出すようにセットしま

す。 

 5 

 

１） 前項の状態を保持したまま写真のように接着剤を

塗布しシャーシと回転軸を接着固定します。 



２０ 脚部取付（３） 

 1 

 

１） 同様にシャーシ後部（突起のある側）の丸穴に長さ

３６ｍｍの回転軸を差し込み、シャーシ両側に均

等（両側に８ｍｍづつ）に丸棒が飛び出すようにセ

ットします。 

 2 

 

１） 前項の状態を保持したまま写真のように接着剤を

塗布しシャーシと回転軸を接着固定します。 

 3 

 

１） 前項でシャーシに取り付けた回転軸に各々２個づ

つスペーサとしてワッシャー３１を差し込みます。 

 4 

 

１） 写真のようにクランク軸には脚リンク１３の長孔と脚

スライドリンク１１の丸穴、前部回転軸には脚リンク

１３の丸穴と脚スライドリンク１１の長孔、後部回転

軸には脚リンク１２の丸穴を差し込むようにセットし

ます。 

 5 

 

１） ワッシャー３１の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

前部回転軸 

後部回転軸 

クランク軸 



２１ 脚部取付（４） 

 1 

 

１） ワッシャー３１の裏側の回転軸を差し込む側に接

着剤がはみ出してないことを確認します。 

 2 

 

１） 矢印で示す前部回転軸にワッシャー３１を回転軸

のガタが生じないように差し込み接着固定します。 

 3 

 

１） 同様に矢印で示す後部回転軸にワッシャー３１を

回転軸のガタが生じないように差し込み接着固定

します。 

 4 

 

１） 同様に矢印で示すリンク回転軸にワッシャー３１を

回転軸のガタが生じないように差し込み接着固定

します。 

 5 

 

１） 同様の手順でもう一つの脚部をギヤモータ部に取

り付けます。 

２） 仮にギヤモータに電池を繋いで歩行動作がスムー

ズに行われることを確認します。 

 



２２ 腕部組立（１） 

 1 

 

１） 写真のようにカバー８０、８２、ワッシャー２１を２

個、リンク１７を２個、アーム１６を４個、アーム１９

を２個、アーム５７を４本、アーム６０を４個、ワッシ

ャー２３を４個、Φ３丸棒を用意します。 

 2 

 

１） アーム１９の凹部に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した凹部にアーム１６の突起部をは

め込むように接着固定します。 

 4 

 

１） アーム１９の反対側の凹部にもアーム１６の突起

部をはめ込むように接着固定します。 

 5 

 

１） アーム１６の丸穴に対してガタなくスムーズに回転

するように、Φ３の丸棒を紙やすり（Ｐ４００程度）で

仕上げます。 
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２３ 腕部組立（２） 

 1 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ３の丸棒を治具としてアー

ム５７の丸穴に通し、丸穴の周囲に接着剤を塗布

します。この時丸棒には接着剤が付かないように

します。 

 2 

 

１） 丸棒にワッシャー２３を差し込みアーム５７と接着

固定します。この時丸棒を指で回転させるなどして

丸棒が接着されていないことを確認します。 

２） 接着したワッシャー面に丸棒には接着剤が付かな

いように接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 丸棒にワッシャー２３を差し込み、すでに接着され

ているワッシャーと接着固定します。この時丸棒を

指で回転させるなどして丸棒が接着されていない

ことを確認します。 

２） 再び接着したワッシャー面に丸棒には接着剤が付

かないように接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 丸棒にアーム５７を差し込み、すでにワッシャーと

接着されているアーム５７と外形を合わせるように

して接着されているワッシャーと接着固定します。

この時丸棒を指で回転させるなどして丸棒が接着

されていないことを確認します。 

 5 

 

１） ２つの向い合うアーム５７の凹部各々に接着剤を

塗布します。 



２４ 腕部組立（３） 

 1 

 

１） 接着剤を塗布したアーム５７の凹部に凸部をはめ

込むようにしてアーム６０を接着固定します。 

 2 

 

１） 同様にしてアーム５７の反対側にもはめ込むように

してアーム６０を接着固定します。 

 3 

 

１） ワッシャー２１の側面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） カバー８２の丸穴に裏面から紙やすりで仕上げた

Φ３の丸棒を治具として差し込み、丸棒にワッシャ

ー２１を差し込みカバーの表面にワッシャー２１を

接着固定します。 

 5 

 

１） 接着後丸棒を指で回転させるなどして丸棒が接

着されていないことを確認します。 



２５ 腕部組立（４） 

 1 

 

1) 紙やすりで仕上げたΦ３の丸棒を長さ１１ｍｍに切

断します。 

 2 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ３の丸棒を長さ１０ｍｍに切

断します。 

 3 

 

１） 写真のように各部品を用意します。 

 4 

 

１） アーム１９に取り付けたアーム１６の隙間に、アー

ム５７等で構成された上腕部を差し込み各々の丸

穴の位置を合わせ長さ１０ｍｍの回転軸を差し込

みます。 

 5 

 

１） 長さ１０ｍｍの回転軸の端面がアーム１６の表面と

面一になるまで差し込みます。 

２） 写真のように回転軸とアーム１６の隙間に両側か

ら接着剤を塗布して浸み込ませて接着固定しま

す。 

３） この後上腕部が肩部に対して自由に動くことを確

認します。 

17 23 



２６ 腕部組立（５） 

 1 

 

１） リンク１７の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ１１ｍｍの回転軸をリ

ンク裏面と回転軸端が面一となるように挿入し接

着固定します。 

２） 写真のように脚リンクに取り付けた回転軸の根元

周囲に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 回転軸にワッシャー２３を根元まで差し込み、回転

軸及び脚リンクと接着固定し回転軸取付部を補

強します。 

 4 

 

１） リンク１７に取り付けた回転軸にワッシャー２３をス

ペーサとして差し込みます。 

 5 

 

１） カバー８２の裏面からリンク１７に取り付けた回転軸

を差し込みます。 



２７ 腕部組立（６） 

 1 

 

１） アーム１９の丸穴内部に接着剤を塗布します。こ

の時アーム１９の表面に接着剤がはみ出していな

いことを確認します。この時接着剤がはみ出して

いる場合は、ティッシュペーパー等できれいに拭

き取ってください。 

 2 

 

１） カバー８２の裏面から差し込まれたリンク１７に取り

付けた回転軸をアーム１９の丸穴に差し込み接着

固定します。 

 3 

 

１） この時リンク１７とアーム部の方向が写真のように

同一となるようにします。 

２） 同様の手順でもう一組の腕部を対称に組み立て

ます。 

 4 

 

 5  

 



２８ 腕部組立（７） 

 1 

 

１） 写真のようにアーム５９を４枚、ワッシャー２２を２

個、軸受２０を２個、軸受２４を２個、軸受６１を４

個、爪５８を６個、丸棒Φ２及びΦ３を用意しま

す。 

 2 

 

１） 軸受２０の丸穴に対してガタなくスムーズに回転す

るように、Φ２の丸棒を紙やすり（Ｐ４００程度）で仕

上げます。 

 3 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ２の丸棒を長さ６ｍｍに切

断します。 

 4 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ２の丸棒を長さ５ｍｍに切

断します。 

 5 

 

１） 写真で示した部品を用意します。 
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２９ 腕部組立（８） 

 1 

 

１） 軸受２４の丸穴の内側に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 裏の軸を差し込む側に接着剤がはみ出していない

ことを確認します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ６ｍｍの回転軸をリ

軸受裏面と回転軸端が面一となるように挿入し接

着固定します。 

 4 

 

１） 軸受２４の角穴内面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した軸受２４の角穴に軸受６１の突

起部を差し込んで接着固定します。 



３０ 腕部組立（９） 

 1 

 

１） 同様にもう一つの角穴にも軸受６１の突起部を差

し込んで接着固定します。 

 2 

 

１） 爪５８を写真のように丸穴を合わせるようにして３

枚重ねあわせます。 

 3 

 

１） 前項で製作した軸受部の軸受６１の隙間に３枚重

ね合わせた爪５８の丸穴部を差し込み、軸受６１

と爪５８の丸穴の位置を合わせます。 

 4 

 

１） 軸受６１の丸穴に長さ５ｍｍの回転軸を差し込み

爪５８の丸穴を貫通させ反対側の軸受６１まで通

します。 

 5 

 

１） 両側の軸受６１と回転軸の隙間に接着剤をしみこ

ませ接着固定します。 

２） 爪が開閉することを確認します。 



３１ 腕部組立（１０） 

 1 

 

１） 軸受２４に取り付けた回転軸を軸受２０の丸穴に

差し込みます。 

 2 

 

 3 

 

１） ワッシャー２２の丸穴内部に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） ワッシャー２２裏側の回転軸を差し込む側に接着

剤がはみ出してないことを確認します。 

 5 

 

１） 軸受２０の丸穴に差し込まれた軸受２４に取り付け

た回転軸をワッシャー２２の丸穴に差し込み接着

固定します。 

２） 爪部が軸受２０に対して回転することを確認しま

す。 



３２ 腕部組立（１１） 

 1 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ３の丸棒を長さ６ｍｍに切

断します。 

 2 

 

１） 写真に示す部品を用意します。 

 3 

 

１） 上腕部アーム６０の丸穴に長さ６㎜の回転軸を差

し込みます。 

 4 

 

１） 回転軸が両側に均等に（１ｍｍずつ）飛び出すよう

にセットします。 

 5 

 

１） 上腕部に取り付けた回転軸に写真のように両側か

らアーム５９の丸穴をはめ込みその方向を揃えま

す。 



３３ 腕部組立（１２） 

 1 

 

１） ２つのアーム５９の凹部に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） 写真のように２つのアーム５９の凹部に軸受２０の

凸部をはめ込むようにして接着固定します。 

 3 

 

 4 

 

１） 写真のようにアーム５９と回転軸の隙間に接着剤

をしみこませ、アーム５９を両側から指で押さえな

がら接着固定します。 

２） 肘部が開閉することを確認します。 

 5 

 

１） 腕部は肩、肘、手首の関節がそれぞれの方向に

動くようになります。 

２） もう片方の腕も同様な手順で対称となるように組

み立てます。 

 



３４ 腕部取付（１） 

 1 

 

１） 写真に示す部品を用意します。 

 2 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ２の丸棒を長さ１３ｍｍに切

断します。 

 3 

 

１） 脚リンク１３の丸穴内面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ１３ｍｍの回転軸を

脚リンク裏面と回転軸軸端が面一となるように挿

入し接着固定します。 

 5 

 

１） 脚リンク１３先端部の両側切り欠き部及び両側突

起部側面に接着剤を塗布します。 

14 



３５ 腕部取付（２） 

 1 

 

１） 脚リンク１３先端部にガイド１４を写真に示す方向

にはめ込み接着固定します。 

 2 

 

１） シャーシ０３及び０４の端面に接着剤を塗布しま

す。 

 3 

 

１） 腕部リンク１７の長孔に脚リンク１３に取り付けた回

転軸を差し込むようにし、腕部カバー８０の角穴に

シャーシ０３及び０４の突起部をはめ込み接着固

定します。 

 4 

 

 5 

 

１） 同様な手順で反対側の腕部を取り付けます。 

 

ボディ前方 



３６ 首部組立（１） 

 1 

 

１） 写真に示すリング２５、９０、２９、ヘッド７５、カバー

５１、ワッシャー２３を２個、Φ３丸棒を用意します。 

 2 

 

１） リング２５の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） ヘッド７５の丸穴にリング２５の丸穴を合わせるよう

にして接着固定します。 

 4 

 

１） リング９０の側面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） リング２５の丸穴にリング９０の丸穴を合わせるよう

にして接着固定します。 
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３７ 首部組立（２） 

 1 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ３の丸棒を長さ２１．５ｍｍ

に切断します。 

 2 

 

１） リング２６の丸穴内面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ２１．５ｍｍの回転軸

をリング裏面と回転軸軸端が面一となるように挿

入し接着固定します。 

２） 取り付けた回転軸の周囲に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 取り付けた回転軸にワッシャー２３を挿入し、回転

軸とリングを接着補強します。 

２） 同様にリング２６のもう一つの穴にも長さ２１．５ｍｍ

の回転軸を取り付け、その根元にワッシャー２３を

取り付けて補強します。 

 5 

 

１） リング９０の側面に接着剤を塗布したます。この時

リング外側に接着剤がはみ出さないようにします。 



３８ 首部組立（３） 

 1 

 

１） 写真のようにリング９０の部分をカバー５１の表面

側から挿入します。 

 2 

 

１） 写真のようにヘッド７５とカバー５１の正面を合わせ

た時に、リング２６に取り付けた回転軸を結んだ線

がカバー５１の正面の辺と平行になるように、リング

９０の丸穴とリング２６の丸穴を合わせるようにそれ

ぞれを接着固定します。 

２） ヘッド部を指で回転させた時カバー５１に対してス

ムーズに回転することを確認します。 

 3 

 

 4 

 

１） カバー８０と８２の端面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 写真のようにリング２６に取り付けた２本の回転軸を

脚リンク１３に取り付けたガイド１４の角穴に差し込

むようにして、ボディと首部の前後を合わせてカバ

ー51 の凹部にカバー８０と８２の突起部をはめ込

み接着固定します。 

平行 

平行 

首部前方 



３９ 首部組立（４） 

 1 

 

1) 矢印で示すようにガイド１４の角穴部にリング２６に

取り付けた回転軸を差し込みます。 

 2  

１）  

 3  

 

 4 

 

 

 5  

 



４０ 頭部組立（１） 

 1 

 

１） 写真のようにヘッド７４、７７、７８、７９、イヤー２７を

４個用意します。 

 2 

 

１） イヤー２７の側面に接着剤を塗布します。 

 

 3 

 

１） イヤー２７ ２個を外形を合わせて貼り合わせま

す。 

２） ２個貼り合わせたイヤーの側面に接着剤を塗布し

ます。 

 4 

 

１） ２個貼り合わせたイヤーをヘッド７７にしるされた丸

印に合わせて貼り付けます。 

 5 
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４１ 頭部組立（２） 

 1 

 

１） 同様にヘッド７７に２個貼り合わせたイヤーを貼り付

けます。 

 2 

 

１） ヘッド７４の端面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） ヘッド７４の突起部をヘッド７９の上部凹部にはめ

込むようにして接着固定します。ヘッド７９の上下

は原板に書かれた部番の数字の上下と一致して

います。 

 4 

 

 5 

 

２） ヘッド７４及び７９の端面に接着剤を塗布します。 



４２ 頭部組立（３） 

 1 

 

１） 写真のようイヤーを貼り付けたヘッド７７の突起部

をヘッド７４及び７９の凹部にはめ込むようにして接

着固定します。この時ヘッド７７の上部をヘッド７４

に接着します。（ヘッド７７の上下は原板に書かれ

た部番の数字の上下と一致しています。） 

 2 

 

 3 

 

１）同様に反対側にもヘッド７７を接着固定します。 

 4 

 

１） ヘッド７４及び７７の端面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） ヘッド７４及び７７のの突起部をヘッド７８の凹部に

はめ込むようにして接着固定します。 



４３ 頭部組立（４） 

 1 

 

１） 組み立てたヘッドと愛リング７６を２個用意します。 

 2 

 

１） アイリング７６の側面に接着を塗布します。 

 3 

 

１） ヘッド７９に描かれた目に合わせてアイリングを接

着固定します。 

 4 

 

 5 

 

１） もう片方の目にもアイリングを接着固定します。 
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４４ 頭部組立（５） 

 1 

 

１） 写真のように部品を用意します。 

 2 

 

１） 写真のようにヘッド７５の前後端面及び両側面凹

部等に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 組み立てたヘッドの凹凸部とヘッド７５の凹凸部を

かみ合わせるようにして両者を接着固定します。 

 4 

 

 5  

 

 



４５ 足部カバー取付（１） 

 1 

 

１） 写真で示すように足部カバー６９を４枚、足部カバ

ー７０、７１、７２、７３を各２枚ずつ用意します。 

 2 

 

１） ベース０６の側面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） ベース０６の突起部を足部カバー６９の凹部には

め込むようにして接着固定します。 

 4 

 

１） ベース０６前部端部及び足部カバー６９前部端面

に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） ベース０６及び足部カバー６９の突起部を足部カ

バー７０の凹部にはめ込むようにして接着固定し

ます。 
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４６ 足部カバー取付（２） 

 1 

 

１） ベース０６の端面及び足部カバー７０凹部等に接

着剤を塗布します。 

 2 

 

１） ベース０６の突起部を足部カバー６９の凹部に、足

部カバー６９の突起部を足部カバー７０の凹部に

はめ込むようにして接着固定します。 

 3 

 

１） ベース０６後部端部及び足部カバー６９後部端面

に接着剤を塗布します。 

 4 

 

1） ベース０６及び足部カバー６９の突起部を足部カ

バー７１の凹部にはめ込むようにして接着固定しま

す。 

 5 

 

１） 足部カバー６９、７０、７１の上部端面に接着剤を

塗布します。 



４７ 足部カバー取付（３） 

 1 

 

１） 足部カバー６９、７０、７１の突起部を足部カバー 

７２の凹部にはめ込むように接着固定します。 

 2 

 

１） 反対側の足部カバー６９及び足部カバー７０、７１

上部端面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） 足部カバー６９、７０、７１の突起部を足部カバー 

７３の凹部にはめ込むように接着固定します。 

 4 

 

１） 同様の手順でもう片方の足部にもカバーを取り付

けます。 

 5  

 

 



４８ ボディカバー取付（１） 

 

 

１） 写真に示すメータ６８、およびメータリング６５を３

個、メータ針６６を３個、メータランプ６７を４個、カ

バー５４、６３、スペーサ６４を用意します。 

 2 

 

１） カバー６３の裏面に接着剤を塗布します。 

 3 

 

１） カバー６３の外形をカバー５４に記された四角形に

合わせて接着固定します。 

 4 

 

 5 

 

１） メータ６８とメータリング３個を用意します。 
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４９ ボディカバー取付（２） 

 1 

 

１） メータリング裏面に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） メータ６８に記された半円に合わせるようにメータリ

ングを接着固定します。 

 3 

 

１） 同様に残りの２カ所にもメータリングを接着固定し

ます。 

 4 

 

１） メータ針を切り出し裏面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 写真のようにメータリング内の適切な位置にメータ

針を接着固定します。 



５０ ボディカバー取付（３） 

 1 

 

１） 残りの２カ所のメータリング内にも切り出したメータ

針を接着固定します。 

 2 

 

１） メータランプ６７を４個用意します。 

 3 

 

１） メータランプ６７の裏面に接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） メータ６８に記された円の位置に合わせてメータラ

ンプ６７を接着固定します。 

 5 

 

１） 残りの位置にもメータランプ６７を接着固定します。 



５１ ボディカバー取付（４） 

 1 

 

１） スペーサ６４全周に接着剤を塗布します。 

 2 

 

１） メータ６８の外形に合わせてスペーサ６４を接着固

定します。 

 3 

 

１） 写真の部品を用意します。 

 4 

 

１） メータ６８に取り付けられたスペーサ６４の表面に

接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 写真のようにカバー５４の裏面からスペーサ６４の

切り抜き部の四角形とカバー５４の切り抜き部の

四角形を合わせるようにして接着固定します。 



５２ ボディカバー取付（５） 

 1 

 

１） 写真に示す部品を用意します。 

 2 

 

１） シャーシ０３及び０４の端面に接着剤を塗布しま

す。 

 3 

 

１） カバー８３の角穴にシャーシ０３及び０４の突起部

をはめ込み接着固定します。 

 4 

 

１） 反対側には同様にカバー８１を接着固定します。 

２） カバー５１、８１、８３、腕部カバー８０、８１の前部

端面に接着剤を塗布します。 

 5 

 

１） 端面に接着剤を塗布した各カバー突起部をカバ

ー５４の凹部にはめ込むように接着固定します。 
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５３ ボディカバー取付（６） 

 1 

 

１） 写真に示すハンドル２８、ロック爪３０、爪２９を２

個、カバー５３、５２、受ケ６２を４個用意します。 

 2 

 

１） 写真に示す受ケ６２に記された線の外側に接着剤

を塗布します。 

 3 

 

１） カバー５２の角穴のコーナー部に受ケ６２に記され

た線を合わせるようにして受ケ６２を接着固定しま

す。 

 4 

 

１） 写真のようにカバー５２の角穴の他のコーナー部に

も受ケ６２を接着固定します。 

 5 

 

１） 爪２９の突起のある端面に接着剤を塗布します。 
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５４ ボディカバー取付（７） 

 1 

 

１） 写真のようにカバー５４の裏側から角穴に爪２９の

突起部を射しこむようにして接着固定します。 

 2 

 

１） 写真のように同様にカバー５４のもう一つの角穴に

も爪２９の突起部を射しこむようにして接着固定し

ます。 

 3 

 

１） 紙やすりで仕上げたΦ２の丸棒を長さ５ｍｍに切

断します。 

 4 

 

１） ハンドル２８の丸穴内面に接着剤を塗布し、裏側

の回転軸を差し込む側に接着剤がはみ出してな

いことを確認します。ます。 

 5 

 

１） 接着剤を塗布した丸穴に長さ５ｍｍの回転軸をハ

ンドル裏面と回転軸軸端が面一となるように挿入し

接着固定します。 



５５ ボディカバー取付（８） 

 1 

 

１） ロック爪３０の辺をカッターナイフ等で写真で示す

ように面取りをします。 

 2 

 

 3 

 

１） ロック爪３０の丸穴内面に面取りをしていない側か

ら接着剤を塗布します。 

 4 

 

１） 回転軸を差し込む面取りをした側の面に接着剤が

はみ出していないことを確認します。 

 5 

 

１） ハンドルに取り付けた回転軸をカバー５３の丸穴に

表側から差し込みます。 



５６ ボディカバー取付（９） 

 1 

 

１） カバー５３の裏面側に飛び出している回転軸をロッ

ク爪の丸穴に面取りをしてある面から差し込み接

着固定します。この時ハンドルとロック爪は写真に

示す方向となるようにします。 

２） ハンドルはロック爪とともにカバー５３に対して回転

することを確認します。 

 2 

 

１） 写真のようにハンドルを９０度回転させるとロック爪

がカバー５３側に隠れる（ロックが外れる）ことを確

認します。 

 3 

 

 4 

 

 5 

 



５７ 配線（１） 

 1 

 

１） 写真に示すように電池ボックス、スライドスイッチ、

長さ７０ｍｍと２５ｍｍにカットした赤と黒の線材を

用意します。 

 

 2 

 

１） ７０ｍｍにカットした赤と黒の線材の両端の被覆を

数ミリ程度剥し、その一端を電池ボックスの電極

にそれぞれハンダ付けします。 

 3 

 

１） ２５ｍｍにカットした赤と黒の線材の両端の被覆を

数ミリ程度剥し、写真のようにモーターの線材とハ

ンダ付けします。 

 4 

 

１） ロボット後背部の取付穴と電池ボックスの取付穴

の位置を合わせます。 

 5 

 

１） タッピングネジＭ２ｘ4ｍｍのボルトを取り付け穴に

合わせ、ロボット本体のＭＤＦにネジを切りながら取

付固定します。同様にもう一本のネジも取付けま

す。 



５８ 配線（２） 

 1 

 

１） 配線実装図に従ってスライドスイッチの端子に各

線材をハンダ付けします。 

 2 

 

1） スライドスイッチ端子側の線材は、シャーシ０１と 

０２の間に収まるようにまとめます。 

 3 

 

１） ナットを指で保持するのは難しいので、原板の残っ

た枠材を切り取り、両面テープ等を貼りそこにナッ

トを仮固定します。 

 4 

 

１）写真のようにカバー５２のスイッチ取付位置とスイッ

チを合わせ、カバー５２のスイッチ取付穴とスライ

ドスイッチの取付穴にΦ２の丸棒を通して位置合

わせをし、セロテープ等でスイッチを仮固定しま

す。もう一つの取付穴にＭ２ｘ６ｍｍのボルトを通

し、型枠に貼り付けたナットをボルトに合わせドライ

バでねじを締めつけ、カバー５２にスイッチを固定

します。 

２） 仮止めに使ったセロテープを剥がし、取付穴の丸

棒を抜き、前記の要領でもう一つの取付穴もボル

トとナットで固定します。  5 

 



５９ 配線（３） 

 1 

 

１） カバー５１、８１、８３、腕部カバー８０、８１の後部

部端面に接着剤を塗布します。 

 2 

 

1） カバー５１の凹部、カバー８１、８３、腕部カバー  

８０、８１の後部端面の突起部をカバー５３の突起

部や凹部にはめ込むように接着固定します。 

 3 

 

１） 電動木偶壱の完成です。 

 4 

 

 5 

 

 




